
平成○年○月○日(○)第○校時　○○教室　指導者(T1)教諭　(T2)栄養教諭・学校栄養職員

１　題材名　「食生活と自立」（朝食についての課題と実践）
２　題材の目標
自分の朝食の課題を見つけ，その課題を解決するための計画を立てて実践することができる。
３　食育の視点　
　　・自分の朝食内容を見直し，不足している料理を組み合わせることができる。
（心身の健康）
　　・栄養バランスのとれた朝食献立を計画し，実践することができる。
（食品を選択する能力）
４　題材の評価規準
	生活や技術への
関心・意欲・態度
	生活を工夫し
創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての
知識・理解

	・自分の朝食の課題に気づき，主食・主菜・副菜をそろえたバランスのよい朝食を考えることができる。

	・課題を設定し，自分や家族のための朝食作りの計画を自分なりに工夫している。
・朝食作りを実践し，その成果と課題についてまとめたり，発表したりしている。
	
	


５　指導と評価の計画（選択２時間）
	時
	主な学習活動
	評価規準及び評価方法

	
	
	生活や技術への
関心・意欲・態度
	生活を工夫し
創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての知識・理解

	事前
	・朝食アンケート
を実施する。
	
	
	
	

	１自分の朝食の課題を見つけよう

	・栄養バランスの
とれた朝食内容
を考える。
・自分の朝食内容
を振り返る。

	・自分の朝食の課
題に気づき，栄
養バランスのと
れた献立を考え
ることができて
いる。
	
	
	

	事後

	・生活習慣振り返
りカードを実施
する。
	
	
	
	

	夏休み
計画を立て，実践しよう
	・朝食作りの計画
を立て，実践す
る。
	
	・計画に沿っ
て，自分なり
に工夫して
いる。
	
	

	２振り返ろう，見直そう
	・実践したことを
発表し合い，今
後の生活に生か
す。
	・さらに工夫でき
ることをとり入
れようとしてい
る。
	・実践の成果
と課題を分
かりやすく
まとめ，発
表している。
	
	


６　指導上の立場
　○題材観
小学校家庭科では１食分の食事について考え，中学１年では中学生に必要な栄養素のとり方や，１日分の献立作成について学んでいる。
本題材では，小学校家庭科で学習した，食事や調理に関する基礎的・基本的な知識と技能などを基盤にして，日常食の献立作成や調理なに関する実践的・体験的な学習活動を通して，これからの生活をよりよくしようとする能力と態度を育てることをねらいとしている。
　　　特に成長期にある中学生の時期は，健康な体をつくるとともに，元気良く活動するためにも三度の食事を規則正しくとることが重要である。特に朝食は一日の活動源であり，朝食をとることで脳は活発に活動する。授業だけでなく，部活動もある中学生の時期に，生活リズム・運動能力・学力の向上のためにも朝食の大切さをしっかりと理解させ，自分の生活に生かせるよう実践的な態度を育てることが重要である。
そこで，自分の食生活を振り返り，自分の朝食の課題を見つけ，自ら進んで栄養のバランスのとれた朝食をとり入れようとする意欲をもたせたいと考え，本題材を設定した。
○生徒観
　　本校で６月に実施した食生活調査の結果によると，朝食を毎日食べる人は○○％であった。この結果は，岡山県学校栄養士会調査による「平成２８年度児童生徒の食生活・日常生活習慣等の調査報告書」の結果の７９．５％よりも高かった。しかし，朝食の内容を見ると，「主食中心型」と「軽食型」が○○％と同数で，主食，主菜，副菜がそろった「定食型」は○○％という結果であった。県学校栄養士会の調査結果では，「軽食型」が４４．４％と最も多く，次いで「主食中心型」が３５．３％，「定食型」が約１８．１％であった。これらの結果から，本校のほとんどの生徒の朝食の内容は十分とはいえない現状である。
また，排便が「毎日ある」生徒は本校で○○％（県学校栄養士会の調査では５８．０％），「４日以上でない」，「不規則」の生徒は○○％（県学校栄養士会の調査では１１．６％）で，県学校栄養士会の結果と大差はなかった。県学校栄養士会の調査から，排便の頻度は，食事内容に関係していることが分かり，「４日以上出ない」は「主食中心型」の割合が高く，「毎日出る」人は他のグループに比べて「定食型」の食事をとる割合が高いという結果であった。このような実態から，主食・主菜・副菜をそろえたバランスのとれた朝食について考えることは，これまでの自分の食生活を振り返り，健康な食生活を送るためには大変重要であると考える。
　○指導観
　　　事前のアンケート調査の結果を示すことで，クラス全体の朝食摂取状況を知り，自分の生活を見直す機会としたい。また，担当教諭と栄養教諭・学校栄養職員がＴ・Ｔで授業を行い，献立を作成していく過程では栄養教諭が専門的具体的にアドバイスを行い，全員が栄養のバランスを考えた献立が作成できるように指導していきたい。
さらに，自分の生活習慣を見直し，朝食作りを実践し，振り返ることで，今後の生活がよりよいものとなるようにしたいと考えている。
７　本時案
(1）本時の目標
　○自分の朝食の課題を見つけ，主食，主菜，副菜がそろった栄養バランスのとれた朝食を考えることができる。　　　　　　　　　　　　　〔生活や技術への関心・意欲・態度〕
(2) 展　開
	学習活動
	教師の指導・支援
	学習評価

	
	T1
	T2
	

	１本時の学習内容を知る。

２朝食のはたらきを知る。
・体温・学習・排便
３望ましい朝食を考える。
４栄養バランスのとれた朝食内容を考える。
５班ごとに選んだ内容を発表する。

６自分の朝食内容を振り返る。
７本時のまとめをする。

	○朝食についてのアンケートの結果を示す。
○今日の朝の様子や朝食の内容について，ワークシートに記入させる。
○ランクアップとは，栄養バランスを考えた食事内容であることを説明する。
○朝食を食べないとどのような状態になるかを発表させることで，朝食の必要性に気づかせる。
（１年の復習）
○料理カードを班ごとに配布する。
○机間指導を行い，給食の献立を参考にして，副菜を必ず入れるよう助言する。
○本時の学習を今後の生活にどのように生かしたいかをワークシートに記入するように指示する。
○生活習慣振り返りカードと夏の課題について伝える。
	●ワークシートを配布する。
●グラフや写真を提示し，朝
食の大切さを分かりやす
くする。
  ＜朝食のはたらき＞
　・体温を上げる
　・脳を働かせる
　・やる気がでる
　・排便を促す
●栄養バランスのとれた朝食にするためには，主食・主菜・副菜を組み合わせるとよいことを，給食の献立を例に説明する。
　汁物・その他については不足しやすい栄養素を補うことや，水分補給になることを知らせる。
●朝食のはたらきと，主食・主菜・副菜の関係について説明し，全てそろうことが大切であることに気づかせる。
　＜朝食のはたらき＞
　・体温を上げる(主菜)
　・脳を働かせる(主食)
　・やる気がでる(主食)
　・排便を促す  (副菜)
●班ごとに料理カードを組み合わせて，栄養バランスのとれた朝食の献立を考えるよう指示する。
●班の発表を聞き，工夫できている点についてまとめ，助言する。
・短時間で準備できるもの
納豆，レタスやミニトマトのサラダなど
・食べやすいもの
　　サンドイッチ，チャーハンなど
●各自の朝食をランクアップするよう考え，ワークシートに記入させる。

	・自分の朝食の課題に気づき，栄養バランスのとれた献立を考えることができているか。
≪関心・意欲・態度≫
【ワークシート】



◎｢おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断する生徒の姿の例

中学校　第２学年○組　　技術・家庭科（家庭科分野） 学 習 指 導 案





めあて ランクアップされた朝ごはんを考えよう。








まとめ 　ランクアップされた朝ごはんは，主食・主菜・副菜をそろえることが


大切である。





・自分が普段食べている朝食内容を見直し，ランクアップされた朝食を考えることができる。

















- 4 -

